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第二言語習得による第一言語-の統語的影響
一中国朝鮮族をモデルに一
金　　春　香
キーワ-ド:第二言語習得　中国朝鮮族　助詞の使用　イマージョンプログラム
要　旨
本研究では､第二言語レベルで中国語を習得した中国朝鮮族の朝鮮語使用にお
ける中国語の統語的影響を考察した｡その中でも､今回は助詞｢全1｣､｢olu｢%/書｣､
｢011｣(の､に､を､に)の使用に注目し､実験を行って誤用の例を収集し､その結果を
分析する｡更に､中国朝鮮族は朝鮮語使用において､第二言語として習得している
中国語の影響を受けることを明らかにする｡
1.はじめに
｢バイリンガル｣は1つあるいはそれ以上の言語を自由に話す人のことを指すが､
まだ日本では珍しく､特別な環境のもとで成長している人々のことを表す表現のよ
うに思われる傾向がある｡しかし､近年､国際結婚､貿易､教育などによる移民人口が
増え続け､世界的に国際化が進んでいて､世界中の言語使用状況を見てみると､ 2つ
の言葉､さらに2つ以上の言語を高度なレベルで使用するバイリンガル､あるいは､
マルチリンガルはそれほど珍しいことではない(Baker1993)｡
したがって､バイリンガルに関する研究も注目を浴びるようになり､バイリンガル
が母語である第1言語と第2言語をどのように的確に習得していくか､その教育法
など様々な視点から研究されている｡従来の研究では､社会的､認知的面からのアプ
ローチが多かったといえよう｡しかし､2つ以上の言葉を同時に習得することによる
言語転移(Language Transfer)などについての研究は比較的少なく､第2言語が第1
言語にどのような影響を与えるかという研究はまだ稀少である｡
そこで､本稿では､統語的面から第2言語習得を考察しようと思い､中国朝鮮族を
そのモデルとして取り上げ､バイリンガルの言語使用について考察した｡中国朝鮮族
は､朝鮮語と中国語の二重言語話者であり､主に中国東北3省に居住している｡地域
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によって中国語と朝鮮語の使用確度とレベルが異なってはいるが､ほとんどの人に
とって第1言語は朝鮮語で､第2言語は中国語である｡
中国朝鮮族は､両言語のレベルが､家庭教育､学校教育､個人の囲まれた環境などに
よって多少差はあるものの､ほとんどの人が中国語と朝鮮語のバイリンガルである｡
従来の言語習得環境を見てみると､多くの人にとって､生まれて最初に両親から学ぶ
言語は朝鮮語であり､近所との付き合い､学校での授業などを通じて中国語の習得を
進めていく｡しかし､ここ数年､中国語需要が急増し､朝鮮語より中国語を優先して習
得すべきだと言う意見が高まっている｡延辺朝鮮族自治州1のいくつかの朝鮮語小学
校では､イマージョンプログラム2を実施するクラスも設けるなど､従来の朝鮮語に
重点をおいた教育から､中国語も同じように駆使できるバイリンガルを育てるため
の教育へと変化している｡
本研究では､そのバイリンガル教育に注目し､第2言語レベルで中国語を習得した
中国朝鮮族の朝鮮語使用における中国語の統語的影響を考察した｡今回は特に助詞
｢全日､｢o机､｢%/喜｣､｢ql｣(の､に､を､に)の使用に注目し､実験を行って誤用例を収集
し､中国朝鮮族は朝鮮語使用において､第2言語として習得している中国語の影響を
受けていることを明らかにする｡次に､今までの調査とその結果を報告する｡
2.先行研究
Kim(1990)は､第2言語習得の観点から､中国朝鮮族による朝鮮語の誤った使い方
について論じた｡調査対象は､居住地域により､3つのタイプに分けられている｡
a.朝鮮語が第1言語で､言語生活の主な手段である｡(吉林省延吉市在住の2 5歳
の男性)
b.中国語が第1言語で､言語生活の主な手段であり､朝鮮語は､家庭で使用する｡日
常生活用語とその聞き取りができる｡(吉林省遼源市在住の2 1歳の男性)
C.中国語が言語生活の主な手段であり､朝鮮語はほとんど使用しない｡(北京在住
の27歳男性)
】 lt,車人民共和国5.･一林省に位置する朝鮮族の白掛目のことを指すn･).日政術所在地は延一㌔:J】o
Jイマージョンプログラム(lmmerSIOn Program)とは､一つの言語話者に第2言語を川いて教科を教えるとい
うハイ1)ンカル教育の1つ(,カナダなどのように､広い範囲で二言語が使用されている地域でよく見られる､
授業時間の量によって､最初の数年間は1 () ()%第2言語で教える全面的イマージョン(total Immersion)､部
分的に第2言語を俺朋する部分的イマージョン(partial Immersion)などの種類がある(, (迫田.2002)
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調査は､ Cタイプの人に作文と会話をさせて､その中に現れた誤用文をa､ bタイプ
の人に中国語で翻訳させ､同一環境でどのような間違いを犯すかを考察するという
方法で行われた｡ Kimが助詞の使い方に関して提示した刺激文に対するa､ b､ Cの
回答は以下のようである｡
(1 )｢-9]｣の使い方
下　　了　　三天　@　雨.
降る　完了　三日　42　両
a.t]1 7T　^.]t望　圭空　川東可且.
虜-　か　ごH　犀　犀j)fL/Jo
b.t]1 7t　甘望　敦ol且.
虜　メr　_-=H　ノ窄クfL/L･0
*C.せ望　7._t　空　t]l7t　敦ol且
三H　ノ野　空　席が　ノ窄/jfL/rn
Kimが参照しているKellerman(1979)によると､学習者が､母語と目標言語の間の
類型的距離が少ないとき､学習者は言語転移しやすくなり､ Cに見られるような誤用
が生じる可能性が高まる｡ KimはKellermanの｢誤用｣の理論と関連づけて､第2言請
習得においては無標の文法項目が習得しやすいため､朝鮮族において､中国語の無標
の文法項目が敷街されやすいど主張した｡
中国語の｢的｣と朝鮮語の｢一句｣は､類型的に非常に似ている｡中国語では､｢我的弔｣
(私の本)と｢三夫的雨｣(● 3日の雨)のように｢的｣が区別なく使用されるが､朝鮮語で
は､｢且きき官舎^11人17.iT%01 91望oIPL｣(今日､本を3時間読みました)､｢tjl7T･甘oj_%
oJ敦可且｣(雨が3日間降りました)のように､副詞を動詞の前に使用する｡学習期間
が短い人は､2つの言語を別の言語として認識できず､この構造を習得できなかった
ため､中国語の用法をそのまま朝鮮語に適応してしまった｡ Kimの調査結果による
と､助詞の使用において､中国語の影響を受けた誤用が生じている｡また､中国語と朝
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鮮語の両言語の語嚢と基本的な文法は認知しているが､中国語の前置詞と朝鮮語の
助詞の使用範囲の違いは確実に認知されていない｡
Kimの研究結果には､いくつかの疑問点が残る｡まず､第1言語と第2言語の定義
がはっきりしていないことがあげられる｡ aタイプの人が住む吉林省延吉市は､延辺
朝鮮族自治州の州政府所在地であり､比較的朝鮮族が密集している｡朝鮮語使用頻度
が非常に高い地域であり､ほとんどの人にとって生まれて初めて習得する言語は朝
鮮語で第1言語とも言える｡ bタイプの人が居住する遼源市は､朝鮮族の主な居住地
域の1つではあるものの､朝鮮族の人口の割合はそれほど多くない｡したがって､最
初に学ぶ言語は人によって違う｡ Cタイプの人が居住する北京は中国の首都であり､
朝鮮語を使用する環境はほとんどないといっても過言ではない｡よって､言語習得に
影響を与える大きな要素である習得環境が異なる人々を研究対象としたため､第1
言語と第2言語に対する認識が違う可能性がある｡
次に､ Kimは一概に中国語が第1言語だと断定したため､調査結果に疑問が残るo
また､被験者め朝鮮語習得環境と習得期間がはっきりしていない点も疑問として残
る｡言語習得の研究において､習得期間は非常に重要な要素で､両言語を別の言語と
して認識しているかどうかによって､言語転移の度合いが決まる｡
最後に､ Kimは3人の被験者しか調査しておらず､データがあまりにも少ないた
め､一般化した答えを導き出すためには無理があると思われる｡その他､現在と教育
制度その他の背景が異なっており､データが違ってくる可能性大きい｡最近は中国語
も朝鮮語と同じく駆使できるレベルにまで､教育環境が向上した｡実際に本研究でも
予備調査を行ったが(第3章を参照)､ Kimとは同じ結果が発見できなかったことも､
その可能性を示している｡
以上､ Kimの結果に対する疑問点を述べた｡本稿は､ Kimに残るいくつかの疑問
点を解消して実験を行い､分析を進めることを主たる目的とする｡次章でその計画と
結果を詳しく説明する｡
3.本研究の調査
本章では､中国朝鮮族の朝鮮語使用における中国語の影響を検証するための実験
とその結果を報告する｡先行研究で､ Kimは､第2言語習得の観点から､中国朝鮮族
の朝鮮語誤用は中国語を習得することによるものだと論じた｡しかし､調査対象と調
査方法にいくつかの疑問が残り､それらの疑問をふまえて､本稿では､習得がすでに
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終わった大人と､習得段階の子供を対象に､朝鮮語助詞の使用を見る実験を行い､中
国朝鮮族の朝鮮語使用における中国語の統語的影響を明らかにしようと試みた｡
3-1.予備調査
3-1-1.調査日的
前章で見たように､ Kimでは､年齢､習得環境は考慮にいれず､居住地域が異なる
ことが､習得結果に影響すると判断し､それぞれ異なる地域に住む3人を調査して､
中国朝鮮族の朝鮮語助詞習得に現れる中国語の統語的影響を考察したo Lかし､第2
言語習得において､習得年齢､環境は軽視してはならないきわめて重要な要素で､バ
イ])ンガルの育成に決定的な働きをするといえるo
Kimの論文に取り上げられた例文を見るかぎり､ a､ bタイプの人は､非文なども
現れなかったことから､朝鮮語のレベルも中国語のレベルも上達していて､両言語を
別の言語として認知している｡本稿では､朝鮮語習得をある程度終えた大人は､中国
語習得によって朝鮮語に影響を受ける可能性は非常に小さいと判断し､まず予備調
査を行う｡ Kimによると､同じ20代でも､ Cタイプでは､通常大人には見られない
誤用が表れた｡それは､習得期間とその環境によるもので､朝鮮語習得期間が短く､中
国語との区別がはっきりしていないためであり､ a､ bタイプとは分けて調査する必
要があると考えられる｡
3-1 12.予備調査対象と方法
調査対象は､ Kimと同じ方法で出身地別に分けて､調査方法は自由な会話を行わ
せることにした｡予備調査対象は下記のように2つのグループにわかれる｡
a､家庭､学校などすべての生活場面で主に朝鮮語を使用する中国朝鮮族2人｡(吉林
省延吉市出身2 2歳の女監吉林省延書市出身2 3歳の女性)
b､中国語が言語生活の主な手段であり､朝鮮語は､家族と話す中国朝鮮族3人｡(黒
龍江省ハルビン市出身2 7歳の女性､異龍江省寧安市出身2 6歳の女性､吉林省
書林市出身2 6歳の女性)
3-1-3.予備調査結果
Kimの被験者a､ bと同じタイプの人たちで会話を記録し､分析した結果､ Kimの
実験結果のような非文などは現れなかった｡語嚢も豊富で､会話の流れに特に異常な
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表現は見つからなかった｡助詞が抜ける文などは稀に存在した｡
(2)t7せせ　卑17_+1せ　せ　当望ql.
ずっと　学食(の)　ご飯(を)　食べていたよ｡
ヂ-) t費倉のJ冴t虐ーベrい/L･のdl(,
(3)QlL対1 Qj_阜　　斗?
いつ日本(に)　来たの?
い,)/7本`/Jje/L-〟.P
朝鮮語は､(2)や(3)のように､会話上助詞が抜けることがしばしばある｡これは被
験者の発話習慣上の問題であって､助詞習得が完全ではないという結果には結び付
けられない｡助詞の欠落現象は､本稿の趣旨とは離れるため､現段階では分析しない
ことにする｡その理由として､2章に上げたような疑問点に加えて､大人は､習得があ
る程度終わり､2つの言語をはっきり分けて理解するため､結果が出にくいのではな
いかと考えられる｡また､ここ数年､中国語需要が急増し､朝鮮語よりは中国語を優先
して習得すべきだと言う意見が増加している｡本調査では､これらの問題を検討し
て､現在､習得段階にある子供を対象に､習得過程においての影響の問題を見る｡
3-2.本調査
3-2-1.調査日的
本調査では､現在､朝鮮語と中国語を習得する段階にある子供に注目した｡前章で
も述べたように､中国の従来の言語習得環境を見てみると､多くの人にとって､生ま
れて最初に両親から学ぶ言葉は朝鮮語であり､中国語は近所との付き合いや､学校で
の授業などを通じて中国語の習得を習得していく｡朝鮮語学校では､すべての授業を
朝鮮語で行い､中国語は母国語でありながら､毎日四十分ほど外国語のように習得す
る｡しかし､ここ数年､延辺朝鮮族自治区のいくつかの朝鮮語小学校では､イマージョ
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ンクラスを設けるなど､従来の朝鮮語に重点をおいた教育から､中国語も同じく駆使
できるバイリンガルを育てるための教育に変化している｡そのバイリンガル教育の
変化に注目し､本調査では､イマージョンプログラムのもとで言葉を習得している子
供にとって､中国語を習得することによる朝鮮語使用への影響は何か､従来の教育プ
ログラム(以下､普通クラスという｡)の子供は､中国語の影響を受けるか考察し(実験
1)､さらに2つのプログラムの比較を行った(実験2)0
312-2.調査対象
調査対象は､中国吉林省延吾市公園小学校の生徒1 2 0人である｡)中国吉林省延吉
市公園小学校を実験拠点として選んだ理由は､この小学校は､数年前から､バイ.)ン
ガル教育に力を入れ､積極的にイマージョンプログラムを導入し､現在､各学年に2
クラスのイマージョンクラスが設けてあることから､観察しやすいためである｡本実
験では､この小学校のイマージョンクラス3年生から6年生の生徒､各学年20人､
普通クラス3年生と6年生の生徒各学年20人を選んで､合計1 20人の生徒を調
査対象とした｡イマージョンクラスの生徒は､日常はほとんど朝鮮語で生活し､学校
では中国語のみを使用している｡普通クラスは､日常は朝鮮語で生活し､学校でも毎
日1時間中国語の授業を受ける以外､すべての授業を朝鮮語で受けている｡
3-2-3.刺激文
刺激文は､ Kimの研究で使用されたタイプの文を小学生用に作り直して使用した｡
本研究では､主に助詞の使用を見るための刺激文を作成した｡ Cタイプの人の誤用か
らヒントを得て､4つのタイプのエラーを予想したo次に､具体的に予測するエラー
が現れる文とその根拠について歩べるo以下､予測1 -4では､ a:中国語の文章､ b:
朝鮮語､ C:日本語訳､ d:予測したエラーが現れる文章の順に提示する｡
まず､2つの言語の統語的特徴を見ると､助詞に関しては､語と語の文法的関係を
表すために､中国語は前置詞が現われ､朝鮮語では後置詞(助詞)が現れる｡習得段階
にある子供は､中国語の前置詞と朝鮮語の助詞を文法L別のものとして認識できず､
中国語の授業で習得した前置詞をそのまま､朝鮮語に適応してしまうのではないか
と予測した｡現段階では､4つの予測をたてて､実験を行った｡
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予測1
a.学　　了　画↑小田　@　英治｡
学ぶ　完了　二時間　4Z　英語｡
b.手人17tlT圭要望ol　苦手更q.
二時間遡　英語を　　勉強した｡
C.男TiJIp-=L夢を二棚L /L･o
d.*手刃7.iT　空　oo]ol　号　音早朝叶
二時間　Q　英語　を　　勉強した｡
中国語では｢一的｣は所有格を表すが､また補語の前に形式上使われる場合もある｡
時間を表す補語｢三日間｣が目的語の前に来るとき､実質的役割は果たさないが､形式
上でこの｢一的｣を使うoLかし､習得段階にいる子供は､朝鮮語で所有格を表す｢-
雪｣(-の)と類型的に非常に似ているため､すべての｢一的｣は所有格を表すと認識
し､朝鮮語の使用においても､中国語の所有格を表す際の｢一的｣をそのまま適応して
しまう可能性がある｡
予測2
o　絵画
.＼
画　描上　上紙　紙彦一LiE我　私a
b.LT　と　音oljiV　ユ召　%　コ召LlqL
私　は　紙　j:Z　絵　を　描く
C. #d#/諸を/W'r (a
ー　上
･∴‥しこ　は
叫　私*d 塑rl召
f　絵
叶丸T　ま司H　きコ　描書を
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中国語では行為が行われる場所を表す前置詞として｢在｣を使用し､それに該当す
る朝鮮語の助詞として｢-Oll｣(に)と｢-ollJq｣(で)がある｡号Ol若僧阜7e用(2007)(国
語文法論講義)によると､｢-011｣と｢-011月｣は､両方とも行為が行われる場所を表す
所格(locative)という点では非常に似ている｡しかし､｢-oll｣は､所格でも､意味上は
空間的帰着点と指向点を表す｡｢-011月｣は､例えば､｢我在学校学刃｣(私は､学校で勉
強します)のように､行為の行われる場所を表すときに用いる｡習得が充分でない子
供は､所格と言う点で似た二つの助詞の差を認識できず､予測2のように､帰着点を
表す助詞｢-oll｣(～に)を使うべきところでも､｢-011月｣(～で)を使ってしまった可
能性が考えられる｡
予測3
a.弟弟　夏　　小学　学iLk　了｡
弟J型皇　小学校　卒業　完了形
b.甘%^8　-19: ♀jq塾　宣　告望　悪書Llql.
弟　　は　幼稚園　亘　　卒業　しました｡
C.夢/三と幼軌野を季著すi a
d.*甘%AB　き♀司包　要　吉望　悪書Ll叶
弟　　は　幼稚園　丞皇　卒業　しました｡
中国語では､出発点を表す前置詞として｢ノ人｣(から)を使用し､それに対応する朝鮮
語助詞として｢半可｣､｢-011人1｣(～から)がある｡しかし､｢一011月｣(～から)は､｢且中｣
(来る)､｢喜｡t9_ヰ｣(戻る)などの動詞が後ろに来てはじめて､出発点を表すo他動詞
の｢卒業する｣の前には意味的には､出発点を表すものの､体格助詞｢一合/喜｣(～を)
を使わなければいけないのにもかかわらず､｢-oll^l｣(～から)を使うことがある｡
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予測4
a.壱壱　参加　　　会規｡
父　参加する　会議
b.Ottrlスl　旨　司仝1 iF杏7t督リ中.
父　　　は　会議li一　参加します｡
C.父は会議に参加します｡
d.*叶叫ス1 -I:一　句9]宣　杏7t曾Ll叶
父　　　は　会議　宣　参加しますo
中国語は基本的に｢動詞+目的語｣構造をとるが､朝鮮語では､｢目的語+助詞+動
詞｣構造になる｡朝鮮語は日本語と同じく､助詞を必要とし､動詞によってそれぞれ
格助詞が異なる｡体格の場合は､基本的には､｢喜/号｣(～を)を使用する｡しかし､｢参
加する｣の前には､所格助詞｢-ql｣(～に)を使用すべきだが､子供は体格助詞｢%/喜｣
(～を)を使う可能性がある｡
3-2-4.調査方法
調査は､中国語の文章を提示し､該当する朝鮮語文に穴埋めさせる方法で行った｡
各学年2 0人ずつ､同じ場所で同じ時間内で問題を解く｡次に､実際提示した刺激文
を紹介する｡ 1行目の文は､中国語の文で､その次に朝鮮語の文を提示した｡予測した
エラーが出る場所を空自にする｡その下には､空欄を設ける｡
下了三天的雪｡
人T･喜(  )吉Ol叫労音tlq.
答:[　　　　　]
このような文を四つのタイプのエラーで各6文ずつ作り､フィラー6文で､全部合
わせて3 0文提示する｡被験者の年齢と集中力などを考慮して､ 1枚に6文ずつ載せ
た｡
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3-2-5.結果の予測
助詞の使用は､習得段階によって､中国語の影響を受ける｡小学校3年生は､朝鮮語
の誤った使用が多い｡しかし､学年が進むにつれて､2つの言葉の認識能力が高まっ
て誤用は少なくなる｡実際､予備調査を行った結果､大人に誤用表現が見つからな
かったことから､習得が進むに連れてその誤用が少なくなるのではないかと考えら
れる｡第2言語と触れる時間が長ければ長いほど､影響を受けやすい0
3-2-6.本調査結果
3-2-6-1.実験1
予測エラーの分析1 (イマージョンクラス各学年の比較)
分析1は､学年ごとに予測されたエラー数の減少傾向を分析した｡これは予想さ
れるエラーだけに分析を絞ることで､被験者がどれだけ中国語の影響を受けたの
かを比較することができるからである｡ 1要因の分散分析を用いて分析(One-way
ANOVA)を用いて分析を行った結果､主効果に有意義さが見られた｡これは学年が
進むにつれて､予測したエラーの数は減少するという傾向が見られたということで
ある｡さらに学年ごとの1対比較を行った結果､3年生と5年生､4年生と5年生に
有意義な相違が見られ､ 3年生と6年生に有意義傾向が見られた｡
学年ごとの分析により､減少傾向にあるという結果は発見することができなかっ
たが､各学年の予想されるエラー数を比較すると､明らかに減少しているため､分析
2として中学年と高学年の2つに分けて分析にすることにした｡
予測エラーの分析2 (中学年(3, 4年)と高学年(5, 6年)の比較)
分析2は､3,4年を中学年､5.6年を高学年とし､分析1と同じく､1要因の分散
分析を用いて分析(One-way ANOVA)を用いて､学年ごとに予測されたエラー数の
減少傾向を分析した｡その結果､主効果は見られ､学年ごとに減少傾向にあるという
結果を発見した｡さらに中学年が高学年よりも予想されるエラーを産出していると
いう傾向が発見でき､これらは中国語の影響によるものだと結論付けることができ
る｡しかし､今回比較したのは普通クラス内での生徒の語学力であり､普通クラスの
生徒たちは､学校では中国語に触れている割合が比較的少ない｡そこで普段から中国
語に多く触れているイマージョンクラスの生徒たちと比較することで､中国語の影
響がどれほど強いものなのかを調査することができる｡下記では､さらなる実験の結
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果を報告する｡
3-2-6-2. *#2
第2言語の影響を見るため､第2言語を常に授業で使用しているコースと､そうで
ないコースを直接比較することによって､今回の結果をさらに強く裏付けることに
なると予想される｡よって､次は､イマージョンクラスと普通クラスを比較する実験
を行った｡比較対象は､中学年と高学年に分けるがご習得具合がはっきり分かる学年
2つを比較することで結果が明らかになるという予想のもとに､まだ､習得が高いレ
ベルに達していない3年生と､高学年になって中国語と触れる時間的にも差が大き
い6年生を対象にするo
予測エラーの分析3 (イマージョンクラスと普通クラスの比較)
分析1, 2と同じく､ 1要因の分散分析を用いた分析(One-way ANOVA)を行った
結果､主効果に有意義傾向が見られた｡これは､各クラスと学年ごとに減少傾向が見
られるということである｡さらなる1対比較を行った結果､イマージョンクラス3年
とイマージョンクラス6年､普通クラス3年と普通クラス6年､イマージョンクラス
3年と普通クラス3年､イマージョンクラス6年と普通クラス6年のすべてにおい
て有意義な傾向が見られた｡この結果､イマージョンクラス､普通クラス共に､学年が
進むにつれて予想されたエラーが減少しているということができる｡また､刺激文間
にも違いは見られなかった｡これらは､生徒の言語習得が進むにつれて､理解度が進
み､中国語の影響だと思われるエラーが減少しているという予測と一致するといえ
る｡
4.まとめ
中国朝鮮族は､朝鮮語助詞習得において､中国語の影響を受ける｡学年が進むにつ
れて､両言語の認識力は進み､助詞の使用に受けている影響も少なくなる｡しかし､普
通クラスと比べて､イマージョンクラスの場合､高学年に進むにつれて､習得は進む
もののエラーが多かった点から､幼少時の二重言語使用に向けて､もっと的確な教育
が必要かと思われる｡また､これまでの調査で､被験者は､成績など関係なしに､無差
別に選ばれた人たちである｡予測エラー以外のエラーによる結果への影響をできる
限り減らすために､知能の問題も考慮に入れるべきかどうかということも検討する｡
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本研究は､第2言語習得研究の一分野として､第2言語習得研究の全般において寄
与できることを最終的目標としている｡そのために､まず､第2言語習得が果たして
第1言語に統語的影響を与えるかどうかということを明らかにする必要があり､現
段階では､中国朝鮮族という限られた対象に絞って､さらに統語的影響の中でも､い
くつかの助詞の使用だけを見てきた｡その結果､中国朝鮮族は､第1言語である朝鮮
語の使用において､第2言語で習得した中国語の影響を受けることを明らかにする
ことができた｡今後は､本研究が考察した助詞以外に中国語の影響によると思われる
助詞の言呉用はないか調査を進めたい｡さらに､他のイマージョンプログラムを実施し
ている学校の生徒も調査し､学校ごとの両言語の使用環境による影響はないか検討
する｡最終的に､第2言語を習得することによって第1言語に与える影響についての
従来の研究を参考に､他言語においても同じことが説明できるかどうかを理論的に
結びつけることを試みる｡
結論として､本研究は､中国朝鮮族は､第1言語である朝鮮語の使用において､第2
言語で習得した中国語の影響を受けることを明らかにすることができた｡母語によ
る第2言語習得への影響は様々な研究で検証され､それに適した教育方法も工夫さ
れてきたが､同様に､第2言語を習得することによる第1言語への影響もこれからの
バイリンガルの研究においては重要な課題だといえるであろう｡
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